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 要 旨   
目的： 

頭頚部癌のオッズ比は、喫煙と飲酒量が多く、BMI が低いほど増加することが知ら

れている。国際頭頚部癌疫学(INHANCE)コンソーシアムのデータを用いて喫煙と飲酒

に関連する要因として BMI の分析を行った。 

方法： 

 非喫煙者と現在喫煙者の 6,333 症例と非飲酒者と 1 日の飲酒量が 10 杯以下の者の

8,452 症例を解析した。解析には 8,000 例以上の対照を用いた。 

結果： 

すべての部位で、BMI が低い、喫煙が多い、飲酒量が多いとオッズ比が高かった。

多分割回帰(polytomous regression)では、オッズ比は口腔癌と咽頭癌で同程度であり、

BMI(p=0.65)、喫煙(p=0.52)、飲酒(p=0.73)であった。BMI と飲酒の口腔/咽頭癌に対す

るオッズ比は大きく(p<0.01)、喫煙の喉頭癌に対するオッズ比が大きかった(P<0.01)。
BMI が低いと喫煙と飲酒の口腔/咽頭癌に対するオッズ比が上昇(p<0.01)する一方で、

BMI は喫煙と飲酒の喉頭癌に対するオッズ比に影響しなかった。 
結論： 

BMI が低いとすべての部位の癌のオッズ比が高いことは、発癌メカニズムと関係し

ているのかもしれないし、BMI が喫煙と飲酒の口腔/咽頭癌に対するオッズ比を修飾す

るが、喉頭癌にはしないことは、口腔/咽頭癌には他の要因が示唆される。 

 




